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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　汚染物質の流れを濾過するためのポケットフィルタアセンブリ（６）であって、前記ポ
ケットフィルタアセンブリ（６）は、
　互いに隣接して配置された複数のポケットフィルタ（９、２０４）であって、前記ポケ
ットフィルタ（９、２０４）の各々は、２０ｍｍ未満の厚さを有しかつ油相溶性材料の第
１の媒体材料（３４、３１０）の第１のポケット（１２）、および２０ｍｍ未満の厚さを
有しかつ油相溶性材料の第２の媒体材料（３０、３０６）の第２のポケット（１０）を含
む、ポケットフィルタと、
　前記複数のポケットフィルタ（９、２０４）のうち隣接するポケットフィルタの間にあ
る拡張障壁（２０２、４０８）であって、前記拡張障壁（２０２、４０８）は、前記隣接
するポケットフィルタの壁が直接接触することを防ぐオープンセル材料を含むと同時に、
ガスが前記オープンセル材料を通って流れることを可能にする、拡張障壁と、
を備え、
　前記第２の媒体材料（３０、３０６）は前記第１の媒体材料（３４、３１０）よりも高
い効率を有し、
　前記第１のポケット（１２）は、前記第２のポケット（１０）内に収まり、かつ前記第
２のポケット（１０）の深さよりも短い深さを有し、
　スペーサ（１５、１８、３２）が、前記第１のポケット（１２）および前記第２のポケ
ット（１０）の間に配置され、かつ前記第１のポケット（１２）および前記第２のポケッ
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ト（１０）の間に隙間をもたらし、
　前記スペーサ（１５、１８、３２）は、５０％よりも大きい開口面積率を有する、サイ
ズにおいて少なくとも２ｍｍの穴、および少なくとも３ｍｍの最小間隔を画定する深さを
有する、ポケットフィルタアセンブリ。
【請求項２】
　前記第１のポケット（１２）の全ての点と前記第２のポケット（１０）の全ての点との
間にエアギャップまたは流れ抵抗媒体を画定する、前記第１のポケット（１２）および前
記第２のポケット（１０）の間にある更なるスペーサを更に備える、請求項１に記載のポ
ケットフィルタアセンブリ。
【請求項３】
　前記流れ抵抗媒体は、前記第１のポケット（１２）の媒体よりも低い毛管力を生じる、
請求項１に記載のポケットフィルタアセンブリ。
【請求項４】
　前記更なるスペーサは発泡プラスティック材を含む、請求項２に記載のポケットフィル
タアセンブリ。
【請求項５】
　前記更なるスペーサはワイヤフレームを備える、請求項２に記載のポケットフィルタア
センブリ。
【請求項６】
　前記ワイヤフレームは前記第１のポケット（１２）に取り付けられる、請求項５に記載
のポケットフィルタアセンブリ。
【請求項７】
　前記第１のポケット（１２）は最低効率報告値（ＭＥＲＶ）９媒体を有し、前記第２の
ポケット（１０）はＭＥＲＶ１４媒体を有する、請求項１に記載のポケットフィルタアセ
ンブリ。
【請求項８】
　前記ポケットフィルタアセンブリ（６）は、第１の濾過層（３４、３１０）および第２
の濾過層（３０、３０６、３１４）および分離層（３２、３０８、３１２、３１５）を更
に備え、前記第１の濾過層（３４、３１０）および前記第２の濾過層（３０、３０６、３
１４）および前記分離層（３２、３０８、３１２、３１５）は単一の多層織物（２８）を
形成する、請求項１に記載のポケットフィルタアセンブリ。
【請求項９】
　前記ポケットフィルタアセンブリ（６）は、第１の濾過層（３４）および第２の濾過層
（３０）および分離層（３２）を更に備え、前記第１の濾過層（３４）および前記第２の
濾過層（３０）および前記分離層（３２）は、ポケット状に形成された単一の多層織物シ
ートを形成する、請求項２に記載のポケットフィルタアセンブリ。
【請求項１０】
　前記ポケットフィルタアセンブリ（６）は、第１の濾過層（３４）および第２の濾過層
（３０）および分離層（３２）を更に備え、前記第１の濾過層（３４）および前記第２の
濾過層（３０）および前記分離層（３２）は、ポケットフィルタとして構成されたポケッ
トを形成する、請求項２に記載のポケットフィルタアセンブリ。
【請求項１１】
　各部分が前記第１のポケット（１２）の各々の内部に伸長する枠を更に備える、請求項
２に記載のポケットフィルタアセンブリ。
【請求項１２】
　前記ポケットフィルタアセンブリ（６）は、第１の濾過層（３１０）および第２の濾過
層（３１４）および分離層（３１２）を更に備え、前記第１の濾過層（３１０）および第
２の濾過層（３１４）および前記分離層（３１２）は、ポケットフィルタとして構成され
たポケット（９）を形成し、前記第１の濾過層（３１０）は均一構造を有する一方で、前
記第２の濾過層（３１４）は、前記第２の濾過層（３１４）の残部よりも高い引張強度の
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バッキング（３１７）を有し、それによって、前記第２の濾過層（３１４）は前記第１の
濾過層（３１０）および前記分離層（３１２）を支持する、請求項２に記載のポケットフ
ィルタアセンブリ。
【請求項１３】
　前記ポケットフィルタアセンブリ（６）は、第１の濾過層（３１０）および第２の濾過
層（３０６）および分離層（３１５）を更に備え、前記第１の濾過層（３１０）および前
記第２の濾過層の濾過層（３０６）および前記分離層（３１５）は、ポケットフィルタと
して構成されたポケット（９）を形成し、前記第１の濾過層（３１０）および前記第２の
濾過層（３０６）は、前記第１の濾過層（３１０）または第２の濾過層（３０６）の残部
よりも高い引張強度のバッキングを有しない均一構造をそれぞれ有し、前記分離層（３１
５）は、前記第１の濾過層（３１０）または前記第２の濾過層（３０６）よりも高い引張
強度を有し、前記第１の濾過層（３１０）および前記第２の濾過層（３０６）は前記分離
層（３１５）に接着され、それによって、前記分離層（３１５）は前記第１の濾過層（３
１０）および前記第２の濾過層（３０６）を支持する、請求項２に記載のポケットフィル
タアセンブリ。
【請求項１４】
　前記ポケットフィルタアセンブリ（６）は、第１の濾過層（３１０）および第２の濾過
層（３１４）および分離層（３１２）を更に備え、前記第１の濾過層（３１０）および前
記第２の濾過層（３１４）および前記分離層（３１２）は、ポケットフィルタとして構成
されたポケット（９）を形成し、前記第１の濾過層（３１０）および前記第２の濾過層（
３１４）は、前記第１の濾過層（３１０）または前記第２の濾過層（３１２）の残部より
も高い引張強度のバッキングを有しない均一構造をそれぞれ有し、前記ポケットフィルタ
アセンブリ（６）は、各ポケットを取り巻き、かつ隣接するポケットの壁が膨張によって
互いに接触することを防ぐ外枠（４２０、４２１）を更に備える、請求項２に記載のポケ
ットフィルタアセンブリ。
【請求項１５】
　請求項１～１４の何れか一項に記載のポケットフィルタアセンブリを有する排気システ
ムであって、
　グリースフィルタ、および前記グリースフィルタの下流で前記ポケットフィルタアセン
ブリを支持するように適合されたダクト配管を有する排気フードと、
　排気ネットワークにおいて前記ポケットフィルタアセンブリが後続するグリースフィル
タと、
を更に備える、システム。
【請求項１６】
　前記第１のポケット（１２）は最低効率報告値（ＭＥＲＶ）１１媒体を有し、前記第２
のポケット（１０）はＭＥＲＶ１４媒体を有する、請求項１５に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、参照によってその全体が本願に組み込まれる、２０１５年１０月９日に出願
された米国特許仮出願第６２／２３９，８４４号の利益を主張するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ポケットフィルタは、屋内の排出空気および新鮮空気、および循環空気の処理に関して
知られている。ポケットフィルタは、加圧空気流によって膨張する。ポケット構成は、コ
ンパクト構成に大きな材料面積をもたらし、所与の流れに必要な圧力を低減する。既知の
構成は、複数のポケットのための入口マニホルドを設けるプラスティックまたは金属枠に
よって支持された媒体ポケットのセットを含む。ポケットは、取り外し可能に設置され得
る。
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【０００３】
　ポケットフィルタは、乾燥粒子のために広く使用されている。とりわけ、ポケットフィ
ルタアセンブリの部品の数の低減、およびより簡単なアセンブリおよび利便性が有益にな
り得る。
【０００４】
　ポケットフィルタを有する汚染物質制御ユニットは、調理排気を処理するために用いら
れる。これらは２つ以上のフィルタ段階を利用してよく、各段階は各自の枠に支持され、
個別に交換可能である。段階は、大きな粒子を捕捉するための粗いフィルタから始まり、
より高効率の段階が後続するように進行する。各段階は様々な割合で汚染物質を処理する
ので、各段階のライフサイクルはほぼ無関係となり、別々の頻繁なメンテナンスサイクル
を必要とし、全てが大幅に運転費を計上する。この連続的な効率の目的は、各段階が、媒
体構造を急速に詰まらせ得る大きな粒子から後続段階を保護することによって、それぞれ
の最終圧力降下に基づいて段階間で均衡のとれたライフサイクルの処理を実現することで
ある。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明は、ポケットフィルタアセンブリに向けられる。実施形態において、ポケットフ
ィルタアセンブリは、フィルタヘッダと、少なくとも２層のフィルタ媒体と、２層の間の
セパレータ（またはスペーサ）機構とを含み、第１の層は、一次衝撃型グリースフィルタ
を通過する大きな粒子およびグリースを捕捉するために適合され、深さが５ｍｍ以下の耐
油性繊維材料からなり、第２の層は第１の層よりも微細な材料からなり、２つの層は、第
２の層のポケットの内側に第１の層が位置して形成される１つのポケットを有するポケッ
トフィルタ構造として形成され、第１および第２の層の繊維材料は、キッチン排気フード
の用途に応答可能であるように選択され、第１および第２の層は個々に、既定の閾値に到
達するまで経時的に増加する圧力降下を生じるレートで処理することによって、両方の層
が同時に終了を迎える。実施形態において、セパレータが利用されず、ポケットは、空気
圧による膨張時の寸法の差によって分離される。
【０００６】
　開示される主題事項の実施形態の目的および利点は、添付図面と関連して考察すると以
下の説明から明らかになる。
【０００７】
　以下、実施形態は、類似の参照番号が類似の要素を表す添付図面を参照して詳述される
。添付図面は、必ずしも一定の比率で拡大縮小されていない。適当な場合、いくつかの特
徴は、基礎となる特徴の説明を促すために図示されないことがある。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１Ａ】開示される主題事項の実施形態に係るポケットフィルタアセンブリを示す。
【図１Ｂ】組み込み時の空気流の方向を示す符号とともに、ポケットフィルタカートリッ
ジを示す。
【図２】特定のスペーサ実施形態を示す、図１Ａのポケットフィルタのポケット部分を示
す。
【図３】特定のスペーサ実施形態に係る、図１Ａのポケットフィルタアセンブリのポケッ
ト部分を示す。
【図４】開示される主題事項の実施形態に係る図３のアセンブリの分解図を示す。
【図５】開示される主題事項の実施形態に係る単一の多層ポケットが形成され得る、一体
型スペーサウェブを間に有する多層フィルタ複合材料を示す。
【図６】開示される主題事項の実施形態に係る、開示される主題事項のポケットフィルタ
が利用される排気システムを示す。
【図７】実施形態に係るポケットフィルタの寸法パラメータを示す。
【図８Ａ】開示される主題事項の実施形態に係るスペーサ構造を示す。
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【図８Ｂ】開示される主題事項の実施形態に係るスペーサ構造を示す。
【図９Ａ】様々なポケットフィルタ実施形態のポケット媒体および支持特徴を示す。
【図９Ｂ】様々なポケットフィルタ実施形態のポケット媒体および支持特徴を示す。
【図９Ｃ】様々なポケットフィルタ実施形態のポケット媒体および支持特徴を示す。
【図９Ｄ】様々なポケットフィルタ実施形態のポケット媒体および支持特徴を示す。
【図９Ｅ】様々なポケットフィルタ実施形態のポケット媒体および支持特徴を示す。
【図１０Ａ】開示される主題事項の模範的実施形態および従来技術水準に係るポケットフ
ィルタの試験結果を示す。
【図１０Ｂ】開示される主題事項の模範的実施形態および従来技術水準に係るポケットフ
ィルタの試験結果を示す。
【図１０Ｃ】開示される主題事項の模範的実施形態および従来技術水準に係るポケットフ
ィルタの試験結果を示す。
【図１１】開示されるポケットフィルタ実施形態の応用コンテキストを示す。
【図１２】開示される主題事項の実施形態に係るポケットフィルタ媒体構造の特徴を示す
。
【図１３】開示される主題事項の実施形態に係るポケットフィルタをガス流が自由に通過
することを確実にするための特徴を表すために、ポケットフィルタを断面図で示す。
【図１４Ａ】開示される主題事項の実施形態に係るポケットフィルタをガス流が自由に通
過することを確実にするために寄与する様々な枠構造を示す。
【図１４Ｂ】開示される主題事項の実施形態に係るポケットフィルタをガス流が自由に通
過することを確実にするために寄与する様々な枠構造を示す。
【図１４Ｃ】開示される主題事項の実施形態に係るポケットフィルタをガス流が自由に通
過することを確実にするために寄与する様々な枠構造を示す。
【図１４Ｄ】開示される主題事項の実施形態に係るポケットフィルタをガス流が自由に通
過することを確実にするために寄与する様々な枠構造を示す。
【図１５Ａ】開示される主題事項の実施形態に係るポケットフィルタをガス流が自由に通
過することを確実にするために寄与する追加の特徴を示す。
【図１５Ｂ】開示される主題事項の実施形態に係るポケットフィルタをガス流が自由に通
過することを確実にするために寄与する追加の特徴を示す。
【図１５Ｃ】開示される主題事項の実施形態に係るポケットフィルタをガス流が自由に通
過することを確実にするために寄与する追加の特徴を示す。
【図１６Ａ】開示される主題事項の実施形態に係るポケットフィルタのポケットを形成す
る構造および方法を示す。
【図１６Ｂ】開示される主題事項の実施形態に係るポケットフィルタのポケットを形成す
る構造および方法を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１Ａを参照すると、ポケットフィルタアセンブリ６は、複数のポケットフィルタ９を
有する。各ポケットフィルタ９は、図２に示すような、間にセパレータ１８を備えた複数
のカスケードポケット１０および１２を含む。空気入口16を画定するために枠部１４が設
けられてよい。枠部１４は、図１Ａにおいて２で示されたような単一枠の一部であってよ
い。
【００１０】
　図１Ｂは、組み込み時の空気流の方向を示す符号とともに、ポケットフィルタカートリ
ッジを示す。この種の特徴は多くの場合、流向感知フィルタユニットとともに利用される
。カートリッジは４００で示され、流向表示は４０２で示される。
【００１１】
　図３は、第１のポケット１２と第２のポケット１０との間の溶接ワイヤからなるセパレ
ータ機構１５を示す。溶接ワイヤセパレータ機構１５は、第１のポケット１２のエンドシ
ームに縫い込まれてよい。溶接ワイヤセパレータ機構１５は、第２のポケット１０を開い
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た状態に維持し、第１のポケット１２と第２のポケット１０との間に隙間を画定するよう
に予張力をかけられてよい。１つの複合ポケットが図３に示されるが、この構成は、アセ
ンブリ６内の全てのポケットに関して繰り返されてよい。
【００１２】
　図４は、実質的に空気流を妨げることなく第１のポケット１２と第２のポケット１０と
の間の空間を埋める、たとえば繊維ウェブまたは成型構造などの開口マトリクス１８を利
用するセパレータ機構の分解図を示す。組立てのために、開口マトリクス１８は、第１ポ
ケット１２が第２ポケット１０に挿入されるように折り畳まれてよい。必要に応じて要素
を強固にするために金属またはプラスティックの枠組みが設けられてよい。
【００１３】
　図５は、分離するための織物、ボール紙またはプラスティックのハニカムセパレータ、
または布であってよい開口材料３２によって分離された第１のフィルタ層３４および第２
のフィルタ層３０を有する２層ポケットフィルタのための別の構造に関する複合材料２８
を示す。後者（３２）は、セル間に空気を通すことができる六角オープンセル発泡体、ま
たはワイヤまたはプラスティック製メッシュで作られてよい。図２の２ポケットシステム
と同様の機能を実現するために、単一の複合ポケットが複合材料２８から形成され得る。
この設計は、２つ以上の層を用いるように変更されてもよく、複数のカスケードポケット
は、複合材料２８から形成されたそれらの１または複数によって形成され得る。
【００１４】
　図６は、排気フード１１０によって捕捉される汚染物質１０８を発生している食品１０
５を調理しているレンジ１００を有するシステム実施形態を示す。たとえばいわゆる衝撃
型フィルタなど、グリース滴を捕捉するために用いられる任意の形式であってよいグリー
スフィルタは１０７で示される。フィルタプレナム１１２は、グリースフィルタ１０７を
通して汚染空気を引き込むために負圧下にある。負圧は、（たとえば図１Ａに示すアセン
ブリ６などの）ポケットフィルタアセンブリ１２４を収容するポケットフィルタ室１１４
を連結するダクト１２６を通して汚染空気を引き込むファン１１８によって生じる。グリ
ースフィルタ１０７を通った汚染空気内の汚染物質は、ポケットフィルタ１２４によって
捕捉される。レンジ１００および食品１０５は、任意の種類の汚染源に置き換えられてよ
い。
【００１５】
　図示するように、２つ以上のフィルタポケット１０、１２が単一枠２内に収まり、段階
的に空気を浄化する。第１段階（第１のポケット１２）は、第２のポケットよりも低い効
率を有する。実施形態において、３つ以上のポケットが連続的に配置され、濾過効率を高
めてよい。この配置は、物理空間内の大きな濾過表面積を特徴とするコンパクト設計をも
たらす。効率を向上させる順序で段階を配置し、全ての層が（それら全体の圧力降下によ
って示されるように）終了し予期される汚染源に反応するようにフィルタ媒体を選択する
ことによって、媒体の浪費がなくフィルタ６全体が一度に交換され得る。効率の向上は、
段階間で汚染物質の処理量を均衡させ、事前定義された用途のライフサイクルを促進する
ことによって濾過のコストを低減するために効果的である。
【００１６】
　開示される主題事項は、商用調理作業による排気を濾過するために利用される汚染防止
ユニット（ＰＣＵ）において用いるためのカスケード型フィルタポケット設計を含む。後
者の実施形態は、図６に示される。フィルタ媒体は、グリース粒子から排気を浄化し、吸
収剤含浸媒体を利用することによってガス状（非粒子）汚染物質の処理にも拡大され得る
。したがって、実施形態において、（２つのポケット１０および１２によって示されるが
更に多くてもよい）１または複数のポケットは、吸収剤を含浸した媒体で構成されてよく
、用途に応じてガス状汚染物質を吸収するために適した、たとえば活性炭素、過マンガン
酸カリウム、またはゼオライトなどの組み合わせであってよい。
【００１７】
　図７は、ポケットフィルタアセンブリの概略図を示す。本実施形態の利点は、以下の例
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によって論証され得る。肉を焼くことによる排気を濾過するための漸進的フィルタ効率を
有する３段階汚染防止ユニット（ＰＣＵ）の室内試験は、第１段階プリーツ型パネルフィ
ルタは、第２段階ポケットフィルタを取り替える必要が生じる前に５回取り替えられるこ
とを示す。カスケードポケット設計を用いると、第１段階プリーツ型パネルフィルタを第
２段階のポケット内のポケットと取り替えることにより、メンテナンスサイクルが１度に
低減され得る。
【００１８】
　実施形態によると、媒体は、繊維ガラス、羊毛、または合成媒体を備えてよい。媒体は
、たとえばポリプロピレンロフトマイクロファイバで作られてよい。フィルタ枠は、溶接
ワイヤ、射出成型プラスティック、または当該技術において知られる他の材料を用いて形
成されてよい。実施形態において、２層フィルタは、第１のポケット１２に最低効率報告
値（ＭＥＲＶ）９媒体（「ＭＥＲＶ９媒体」）を含み、第２のポケットにＭＥＲＶ１４媒
体を含む。
【００１９】
　ただし、実施形態のいずれかにおいて、第１のポケットと第２のポケットと（更なるポ
ケットと）の間のセパレータは省略されてよく、ポケットが膨張によって分離されるよう
に様々な深さ、すなわち図７に示すＤ３～Ｄ２で形成される場合、排気流による膨張がポ
ケット間の分離をもたらしてよい。図７におけるポケット間隔（ＰＳ）は、カスケードポ
ケットが膨張した時に各カスケードポケット間に隙間をもたらす。カスケードポケットが
膨張時にポケットの先端部分で接する場合、それは空気流を妨げ、フィルタアセンブリに
著しい圧力抵抗をもたらす。
【００２０】
　図８Ａおよび図８Ｂは、重ね合わせられてスペーサ１５０を形成する発泡シート材１５
１Ａ、１５１Ｂ、および１５１Ｃの３層から成るスペーサを示す。スペーサを形成するた
めに、より少ないまたは多い数の層が含まれてよい。層１５１Ａ、１５１Ｂ、および１５
１Ｃは、互いにずれてよい。開口面積は５０％を上回ってよい。合計深さは３ｍｍを上回
ってよい。シートは、紙、ボール紙、プラスティック、または他の材料から成ってよい。
構造的に類似した材料が、様々な実施形態においてスペーサとして用いられ得る。発泡シ
ートは、比較的低い表面を有する開放３次元格子状構造を形成するように波形を付けられ
てよい。発泡シート材として金属を用いる実施形態において、この構成は、図１１を参照
して以下で説明される好適なシステム実施形態において用いられ得るメッシュフィルタを
形成するために用いられてよい。
【００２１】
　図９Ａ～図９Ｄは、様々なポケットフィルタ実施形態のポケット媒体および支持機構を
示す。図９Ａ～図９Ｄの各々は単一のポケットの先端を示すが、任意のおよび全ての組み
合わせにおいて、本明細書で説明される実施形態の特徴または従来技術による実施形態の
互換特徴の任意の組み合わせを含むポケットフィルタ全体の構造において識別される特徴
を説明するように理解される。図９Ａを参照すると、フィルタ媒体は、互いに接着され、
または単に互いに隣接し得る３層から形成される。第１の濾過層３１０はポケットの内側
にあり、濾過されるガス流は最初に第１の濾過層３１０を通過する。第１の濾過層３１０
は、ガス流が通過する最後の層である第２の濾過層３０６に比べて比較的低いフィルタ効
率および高ロフトを有する目の粗い不織布で作られてよい。第２の濾過層３０６は、第１
の濾過層３１０よりも大幅に高いフィルタ効率である点を除いて類似の材料で作られてよ
い。分離層３０８は本実施形態において分離層として機能し、第１および第３の濾過層と
類似の構造であるが、第１の濾過層３１０よりも低い効率を有する。
【００２２】
　図９Ａの実施形態（および開示される追加の実施形態）の特徴は、ここで図１２を参照
して説明される。第１の濾過層３１０は第１の濾過層１７０に対応し、第２の濾過層３０
６は第１の濾過層１７４に対応する。分離層３０８は分離層１７２に対応する。図９Ａの
例において、層３０６～３１０は相対フィルタ効率の点で異なるものとして説明された。
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フィルタ効率は、第１の濾過層１７０と第２の濾過層１７４（ならびに３１０と３０６）
との区別に関連する。グリースエアゾールは比較的目が粗く低効率の媒体にも積極的に付
着する傾向があるので、第２の濾過層１７４に対する第２の濾過層１７０の高いフィルタ
効率は、グリース環境においてフィルタ層の均一な処理を容易にする。したがって非常に
低い効率の媒体でも、グリースの捕捉には十分効率的である。しかし、目の粗さによって
、第２の濾過層１７０は煙霧を迅速に遮断することなく通過させ続けるので、第２の濾過
層１７４は、複合媒体１１４の全体能力に寄与するとともに、より小さな粒子を除去する
ことができる。
【００２３】
　図９Ａの実施形態に関して、分離層３０８は、濾過層３０８よりも低い効率を有するも
のとして説明された。しかし、（分離層３０８に対応する）分離層１７２の重要な機能は
、第２の濾過層１７０の低効率媒体から第２の濾過層１７４の高効率媒体へのグリースの
ウィッキングを防止することである。したがって、分離層１７２の特徴は、２つの媒体間
のウィッキング力の相対強度である。第２の濾過層１７０が第２の濾過層１７０よりも低
い力を生じるようにすることで、分離層１７２は、より高いウィッキング力の媒体の第２
の濾過層１７４が、より低いウィッキング力の媒体の第２の濾過層１７０の下流に隣接す
る配置を可能にする。
【００２４】
　実施形態において、分離層１７２は、第１の濾過層１７０によって捕捉されたグリース
をこすり落として対流によってグリースを第２の濾過層１７４へ搬送し得るあらゆる乱流
（または渦流など乱流の発端）を防止する格子または気泡構造を有する。あらゆる乱流（
または乱流の発端または層状の崩壊というあらゆる種類の分離特徴）の防止は、流速の選
択および特徴的な流動次元によって保証されてもよい。後者に関する最悪の場合の候補は
、１７５で示される分離層１７２の幅であり得るが、分離層１７２の構造が同様の役割を
果たす。実施形態において、分離層１７２は、横方向への（すなわち主流１７７の方向に
垂直な）流れが防止され、または少なくとも強く抑制されるような抵抗を生じる役割も担
ってよい。これは、第２の濾過層１７０からグリースを移動または脱離させ得る平均流を
防止し得る。
【００２５】
　相対ウィッキング力の観点における媒体１１４の特徴の上記説明は、フィルタ効率の観
点において図９Ａ（およびその他）の実施形態に変換され得る。すなわち、（緊密にパッ
クされ、または密度が高い）高効率媒体は、より高いウィッキング力（毛管力）を有する
。よって、層の相対効率は、少なくとも同様の種類の媒体に関してウィッキング力の観点
に変換される。
【００２６】
　上記実施形態および実施形態のいずれかにおいて、濾過層は、ガラス繊維を巻き付ける
ためのフェノール樹脂を備えた糸ガラスで作られてよい。別の実施形態において、濾過層
は、たとえばポリエステルなどのポリマ繊維で作られてよい。オープンセル高ロフト不織
布を形成するために他の材料が使用されてもよい。
【００２７】
　図９Ａに戻り、図１４Ａ～図１４Ｄも参照すると、内枠３５２は、多層媒体１１４、３
０９のための機械的支持をもたらす。内枠３５２は、図９Ａにおける３０４で示される。
内枠３０４は、主けた３２２と、内側空間３２６を開いた状態に保つ先端スプレッダ３２
４とを含む。外枠３５４は、ワイヤまたは他の任意の適当な材料で作られてよい。外枠は
第２の濾過層１７４を支持し、第２の濾過層１７４は第１の濾過層１７０および分離層１
７２を支持する。図９Ａの実施形態において、外枠３０２は第２の濾過層３０９を支持し
、第２の濾過層３０９は第１の濾過層３１０および分離層３０８を支持する。内枠３５２
および外枠３５４は、溶接ワイヤ、プラスティック、または他の任意の適当な材料で作ら
れてよい。同様に、外枠３５６および３５８の場合、発泡シート、金網フェンス（ツイス
トワイヤメッシュ）型材料などで作られてもよい。
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【００２８】
　実施形態において、外枠は、媒体がより緩く目の粗いオープン構造であり、壊れるまで
拡張する傾向があるほど弾性であり得ることを可能にする装置をもたらす。他の実施形態
または同様の実施形態において、外枠は、図９Ｅに示すように媒体が伸張して隣接したポ
ケット間の隙間を埋めることを防いでよく、ここで３７０は、弛緩状態にある隣接ポケッ
トを示し、３７２は、排気システムによる加圧後の隣接ポケットを示す。
【００２９】
　図９Ｂは、（分離層３０８または１７２の特性を有していた）分離層３１２の材料が濾
過層３０６および３１０のフィルタ媒体とは異なる種類の織物または材料で作られている
点を除き、図９Ｂと同様の実施形態を示す。これは、媒体３０９の層が基本的には全て同
じであるが様々な効率である（すなわち、明白なウィッキング力を含む）図９Ａの実施形
態とは異なる。使用され得る材料の例は、（波形の変形例を含む）発泡シートのスペーサ
１５０の可撓性実施形態である。
【００３０】
　図９Ｃは、外枠３０２が存在しない別の変形例を示す。図９Ｃのような実施形態におい
て、分離層３１５は、内枠３０４にわたり緊密に引き寄せられ得る高い引張強度の点で選
択された材料からなってよい。これは、図９Ｅに関して示されるような膨出効果を防止ま
たは軽減し得る。第１の濾過層３０６および第２の濾過層３１０の層は、高引張強度分離
層３１５に接着されてよい。接着およびスペーサの高引張強度の組み合わせは、利点を享
受したまま外枠３０２の代替を提供し得る。スペーサ１５０の例は、高引張強度を提供す
る。第１の濾過層３１０よりも低いウィッキング強度を有するスペーサ材料とともに任意
選択的に、魚網のような目の粗い織布が利用されてよい。当業者には他の例が明らかであ
る。
【００３１】
　図９Ｄは、第２の濾過層３１４にバッキング層３１７が設けられた他の変形例を示す。
バッキング層３１７はたとえば、第２の濾過層３１４の濾過媒体に接着積層された不織布
であってよい。高引張強度によって外枠３０２の省略が可能である。バッキング層が有利
に外側に設けられ、それによって、第２の濾過層３１４の出口点に高効率材料が使用され
ることが可能である。そのようなバッキングが第１の濾過層３１０または媒体の最後の層
の上流において用いられた場合、これは早急に詰まり、開示される実施形態の長いフィル
タ寿命の利益を損じ、これより下流の媒体を十分活用できないことがある。
【００３２】
　図１０Ａ～図１０Ｃは、開示された主題事項の模範実施形態および従来技術水準に係る
ポケットフィルタの試験結果を示す。図１０Ａを参照すると、グラフは、圧力降下の関数
として、ポケットフィルタ状に形成された様々なフィルタ媒体において累積された質量を
示す。圧力降下における利得が多くの場合フィルタの交換を強いる条件であるため、所与
の圧力降下に関して多量の濾過物質量を累積するフィルタは、頻度の少ない交換を要する
。観察されるように、上記実施形態の多重濾過層特徴を欠くベースライン媒体は、５つの
異なる質量の累積濾過物で示される、変化するレベルまで圧力降下が増加するまでに、低
質量を処理する（本発明のフィルタ媒体例の相対的な有効性を説明するために、ここでフ
ィルタ間に堆積する質量は変化する）。以下に、様々な例の構造を列挙する。
・ベースラインｗ／ｐｒｅ：ベースラインケース、２つのフィルタ、深さ２インチのプリ
ーツ型パネルおよび深さ１５インチの単層８ポケットフィルタ、両フィルタの全体深さは
１８インチ。
・Ｍ９Ｓ２Ｍ１３　１８”：模範的な多層８ポケットフィルタ、各ポケットは深さ１８イ
ンチ、内側ポケットにはＭＥＲＶ９ガラス繊維、次に非常に目の粗い多孔質構造ポリエス
テル分離層、その次に最終ＭＥＲＶ１３ガラス繊維外側層がある。
・Ｍ９Ｓ２Ｍ１４　１８”：模範的な多層８ポケットフィルタ、各ポケットは深さ１８イ
ンチ、内側ポケットにはＭＥＲＶ９ガラス繊維、次に非常に目の粗い多孔質構造ポリエス
テル分離層、その次に最終ＭＥＲＶ１４ガラス繊維外側層がある。Ｍ９Ｍ１４：従来の２
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層８ポケットフィルタ、各ポケットは深さ１８インチ、内側ポケットにはＭＥＲＶ９ガラ
ス繊維、次に接触してＭＥＲＶ１４ガラス繊維層がある。
また観察されるように、処理の観点から最も効率的な実施形態は、目の粗い多孔質ポリエ
ステルの分離層を有する２つである。ベースラインは、深さ１５インチの単層ポケットを
備えたプリーツ型フィルタを有する。Ｍ９Ｓ２Ｍ１３はＭ９Ｓ２Ｍ１３よりも多くを処理
したが、両者とも、ベースラインおよび分離層Ｍ９Ｍ１４を有さず２層が直接接する２層
ポケットである他よりも性能が優れていた。図１０Ｂは、圧力降下対運転時間のフォーマ
ットで同じ例を示す。観察されるように、分離層を有する２つの実施形態は、高い圧力降
下によりフィルタ交換を要するまで最も長い運転時間があった。ベースラインの複数のピ
ークは、前述の図面と同様にフィルタ交換の数を示す。
【００３３】
　図１１は、開示されるポケットフィルタ実施形態の応用コンテキストを示す。たとえば
グリル用排気フードに使用されるカートリッジフィルタなどの衝撃フィルタ１０７が第１
段階として用いられる。たとえば１５０の金属実施形態などのメッシュフィルタが第２段
階として用いられる。次に、開示される実施形態に係るポケットフィルタ１１４が第３段
階として用いられる。次に、たとえばプリーツ型フィルタなどの高性能微粒子捕捉（ＨＥ
ＰＡ）フィルタが第４段階として用いられる。実施形態において、これらは特に、たとえ
ば非通気式簡易型グリルなどの低汚染物質耐性用途において有用である。
【００３４】
　図１３は、開示される主題事項の実施形態に係るポケットフィルタをガス流が自由に通
過することを確実にするための特徴を表すためにポケットフィルタを断面図で示す。たと
えば、ポケットを形成するために図１１の構造の多層ポケットが使用される。ポケット間
には、たとえば実施形態においてフィルタ媒体または分離層として別なふうに使用される
目の粗い多孔質メッシュからなる拡張障壁２０２がある。拡張障壁２０２は、図９Ｅに示
すように側壁が膨出しガス流が欠乏することを防ぐことによって、フィルタポケット２０
４が膨張した時でもフィルタポケット２０４の側面からのガス流が妨げられないことを可
能にする。拡張障壁２０２の厚さは、より厚い拡張障壁２０２の材料を示す２１０で示さ
れるポケットフィルタ１１４媒体の対応するスペーサ層よりも大きいまたは小さくてよい
。
【００３５】
　図１５Ａおよび図１５Ｃは、開示される主題事項の実施形態に係るポケットフィルタを
ガス流が自由に通過することを確実にするために寄与する追加の特徴を示す。図１５Ａを
参照すると、様々な実施形態のいずれかに係る媒体のポケット４０２は、たとえば図９Ｅ
を参照して説明したようなポケットの拡張を防止するために内側保持装置４０４を有し、
これは糸であってよい。ここでは、枠４０３にポケットが取り付けられるように示される
。これらの特徴は、開示される他の特徴のいずれかと組み合わせられて追加の実施形態を
成してよい。図１５Ｂは、挿入され、１または複数のスキュア４０６によって定位置に保
たれるように固定され得る拡張障壁４０８を設ける方法を示す。図１５Ｃは、図９Ｅを参
照して説明したようなポケットの拡張を防止するための他の機構を示す。拡張障壁として
機能するトング４２１を有する開放枠４２０がポケット４０３間に挿入される。枠４２０
は、低い引張強度を有する非常に目の粗い媒体の使用を可能にするために外側ポケットを
支持する機能も提供し得る。たとえば、ガラス繊維系媒体は、特にバッキングを有さない
場合、この特徴を有する。
【００３６】
　図１６Ａおよび図１６Ｂは、開示される主題事項の実施形態に係るポケットフィルタの
ポケットを形成する構造および方法を示す。単一の（本明細書で教示されるような多層か
らなってよい）シート状媒体４４０は、図示されるような位置にある三角形であってよい
ウェブ４４２とともに折り畳まれる。次に折り畳まれたシートの縁部がポケットの先端に
おいて４４７で示されるように縫い合わせられ、その後ポケットの根本に向かってウェブ
４４２に縫い付けられる。シートは、図１５Ａ～図１６Ｂに示すような弾丸状の複数の隣
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接ポケットを形成するように途切れなく続いてよい。
【００３７】
　第１の実施形態によると、開示される主題事項は、汚染物質の流れを濾過するためのフ
ィルタを含む。ポケットフィルタは、厚さ２０ｍｍ未満を有し油相溶性材料である第１の
媒体材料の第１のポケットを有する。ポケットフィルタは、厚さ２０ｍｍ未満を有し油相
溶性材料である第２の媒体材料の第２のポケットを含む。第２のポケットの第２の媒体材
料は、上記第１の媒体材料よりも高効率である。第１のポケットは第２のポケット内に収
まり、第２のポケットよりも短い深さを有し、第１および第２のポケットの間に隙間をも
たらすスペーサを有し、スペーサは、開口面積率が５０％を上回るように少なくとも２ｍ
ｍサイズの穴を有し、少なくとも３ｍｍの最小間隔を画定する深さを有する。
【００３８】
　第１の実施形態は、第１のポケットの全ての点と第２のポケットの全ての点との間に効
果的にエアギャップを画定する開放分離材を第１および第２のポケットの間に含む追加の
第１の実施形態を成すように変更されてよい。第１の実施形態は、分離材が発泡プラステ
ィック格子を含む追加の第１の実施形態を成すように変更されてよい。第１の実施形態は
、分離材がワイヤフレームを含む追加の第１の実施形態を成すように変更されてよい。第
１の実施形態は、ワイヤフレームが第１のポケットに取り付けられる追加の第１の実施形
態を成すように変更されてよい。第１の実施形態は、第１のポケットがＭＥＲＶ９媒体か
らなり、第２のポケットがＭＥＲＶ１４からなる追加の第１の実施形態を形成するように
変更されてよい。
【００３９】
　第２の実施形態によると、開示される主題事項は、汚染物質の流れを濾過するためのフ
ィルタを有する排気システムを含む。グリースフィルタおよびダクト配管を有する排気フ
ードは、グリースフィルタの下流でポケットフィルタを支持するように適合される。排気
ネットワークにおいてグリースフィルタに後続してポケットフィルタがある。ポケットフ
ィルタは、２０ｍｍ未満の厚さを有し、油相溶性材料である第１の媒体材料の第１のポケ
ットを含む。ポケットフィルタは、厚さ２０ｍｍ未満を有し、油相溶性材料である第２の
媒体材料の第２のポケットを含む。第２のポケットの第２の媒体材料は、上記第１の媒体
材料よりも高効率である。
【００４０】
　第２の実施形態は、第１のポケットの全ての点と第２のポケットの全ての点との間に効
果的にエアギャップを画定する開放分離材を第１および第２のポケットの間に含む追加の
第２の実施形態を成すように変更されてよい。第２の実施形態は、分離材が発泡プラステ
ィック格子を含む追加の第２の実施形態を成すように変更されてよい。第２の実施形態は
、分離材がワイヤフレームを含む追加の第２の実施形態を成すように変更されてよい。第
２の実施形態は、ワイヤフレームが第１のポケットに取り付けられる追加の第２の実施形
態を成すように変更されてよい。第２の実施形態は、第１のポケットがＭＥＲＶ１１媒体
からなり、第２のポケットがＭＥＲＶ１４からなる追加の第２の実施形態を成すように変
更されてよい。第２の実施形態は、第１のポケットが第２のポケット内に収まり、第２の
ポケットよりも短い深さを有することによって、空気流による膨張時に第１および第２の
ポケットが実質的に分離されるように、第１のポケットの流れ方向深さの少なくとも１５
％である流れ方向分離距離が第１のポケットおよび第２のポケットの下流端の間に存在す
る、追加の第２の実施形態を成すように変更されてよい。
【００４１】
　第３の実施形態によると、開示される主題事項は、汚染物質の流れを濾過するためのフ
ィルタを含む。ポケットフィルタは、２０ｍｍ未満の厚さを有し油相溶性材料である第１
の媒体材料の第１のポケットを含む。ポケットフィルタは、２０ｍｍ未満の厚さを有し油
相溶性材料である第２の媒体材料の第２のポケットを含む。第２のポケットの第２の媒体
材料は、上記第１の媒体材料よりも高効率である。第１のポケットは第２のポケット内に
収まり、第２のポケットよりも短い深さを有することによって、空気流による膨張時に第
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１および第２のポケットが実質的に分離されるように、第１のポケットの流れ方向深さの
少なくとも１５％である流れ方向分離距離が第１のポケットおよび第２のポケットの下流
端の間に存在する。
【００４２】
　第３の実施形態は、第１のポケットの全ての点と第２のポケットの全ての点との間に効
果的にエアギャップを画定する開放分離材を第１および第２のポケットの間に含む追加の
第３の実施形態を成すように変更されてよい。第３の実施形態は、分離材が発泡プラステ
ィック格子を含む追加の第３の実施形態を成すように変更されてよい。第３の実施形態は
、分離材がワイヤフレームを含む追加の第３の実施形態を成すように変更されてよい。第
３の実施形態は、ワイヤフレームが第１のポケットに取り付けられる追加の第３の実施形
態を成すように変更されてよい。第３の実施形態は、第１のポケットがＭＥＲＶ９媒体か
らなり、第２のポケットがＭＥＲＶ１４からなる追加の第３の実施形態を成すように変更
されてよい。
【００４３】
　上記から明らかであるように、分離層（またはセパレータまたはスペーサ、またはその
他同一とみなされるもの）は、様々な構造からなってよい。好適には、それは可撓性が高
いものである。厚さは、ウィッキングを抑止または防止するのに十分であるように実験に
よって決定されてよい。第１および第２の濾過層の相対効率は、試験状況下で、終了時点
で２つの処理量がおおよそ同じ質量であるように選択される。実施形態において、第１の
濾過層は８以下のＭＥＲＶレーティングを有してよく、第２の濾過層は１３以上のＭＥＲ
Ｖレーティングを有してよい。実施形態において、第１の濾過層は６以下のＭＥＲＶレー
ティングを有してよく、第２の濾過層は１３以上のＭＥＲＶレーティングを有してよい。
実施形態において、後者の実施形態は、たとえば空気濾過フィルタにおいて使用されるよ
うなガラス繊維からなる。
【００４４】
　ターゲットの液体を吸い上げる様々な傾向を有する様々な材料を特徴付けるために、ウ
ィッキング強度という用語が用いられ得る。高いウィッキング強度を有する材料は、低い
ウィッキング強度を有する材料よりも強い毛管力を生じる。材料が互いに隣接して配置さ
れた場合、高ウィッキング強度材料から低ウィッキング強度材料へ液体が移動する傾向は
、逆方向へ移動する傾向よりも低くなる。ウィッキング強度は、材料表面（たとえば疎水
性または疎油性のナノ表面組織）、構造（たとえば繊維密度または孔径）、または組成（
ポリマ、ガラス、金属、布ヤードなど）の特性であってよい。
【００４５】
　本明細書で用いられる場合、ＭＥＲＶレーティングとは、米国暖房冷凍空調学会（ＡＳ
ＨＲＡＥ）§５２．２の定義を参照する。
【００４６】
　第１の実施形態によると、開示される主題事項は、分離層に隣接した、濾過材からなる
第１および第２の濾過層を有するフィルタを含み、分離層は、第１の濾過層よりも低いウ
ィッキング強度を有する。フィルタは、第１の濾過層から第２の濾過層へガスが流れるよ
うに好適な設置方向を有する。
【００４７】
　第１の実施形態は、支持枠を含む変形例を含み、好適な設置方向は支持枠において示さ
れる。
【００４８】
　第１の実施形態は、第１および第２の濾過層が不織形式のガラスまたはポリマ繊維を含
む変形例を含む。
【００４９】
　第１の実施形態は、第１および第２の濾過層が不織形式の接着ガラスまたはポリマ繊維
を含む変形例を含む。
【００５０】
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　第１の実施形態は、第１および第２の濾過層が、高ロフトオープンセルマトリクスを形
成する不織形式のガラスまたはポリマ繊維を含む変形例を含む。
【００５１】
　第１の実施形態は、第１の濾過層が第２の濾過層よりも高いウィッキング強度を有する
変形例を含む。
【００５２】
　第１の実施形態は、第１および第２の濾過層および分離層が単一の多層織物を形成する
変形例を含む。
【００５３】
　第１の実施形態は、第１および第２の濾過層および分離層が、ポケット状に形成された
単一の多層織物シートを形成する変形例を含む。
【００５４】
　第１の実施形態は、第１および第２の濾過層および分離層が、ポケットフィルタとして
構成されたポケットを形成する変形例を含む。
【００５５】
　第１の実施形態は、第１および第２の濾過層および分離層がポケットフィルタのポケッ
トを形成し、隣接ポケットの壁部が直接接触することを防ぐように配置されたオープンセ
ル材料をポケット間に更に備え、オープンセル材料はガスを通すことが可能である、変形
例を含む。
【００５６】
　第１の実施形態は、第１および第２の濾過層および分離層がポケットフィルタのポケッ
トを形成し、各部分がポケットの各々の内部に伸長する枠を更に備える変形例を含む。
【００５７】
　第１の実施形態は、第１および第２の濾過層および分離層が、ポケットフィルタとして
構成されたポケットを形成し、第１の濾過層は均一な構造からなるが、第２の濾過層は、
第２の濾過層の他の部分よりも高い引張強度のバッキングを有することによって第１の濾
過層および分離層を支持する、変形例を含む。
【００５８】
　第１の実施形態は、第１および第２の濾過層および分離層が、ポケットフィルタとして
構成されたポケットを形成し、第１の濾過層および第２の濾過層は、第１または第２の濾
過層の他の部分よりも高い引張強度のバッキングを有さない均一構造からなり、分離層は
第１または第２の濾過層よりも高い引張強度を有し、第１および第２の濾過層が分離層に
接着されることによって分離層が第１および第２の濾過層を支持する変形例を含む。
【００５９】
　第１の実施形態は、第１および第２の濾過層および分離層が、ポケットフィルタとして
構成されたポケットを形成し、第１の濾過層および第２の濾過層は、第１または第２の濾
過層の他の部分よりも高い引張強度のバッキングを有さない均一構造からなり、各ポケッ
トを取り巻いて隣接ポケットの壁が膨張によって互いに接触することを防ぐ外枠を更に備
える変形例を含む。
【００６０】
　第１の実施形態は、第１および第２の濾過層が分離層に接着された変形例を含む。
【００６１】
　第１の実施形態は、第１および第２の濾過層および分離層が、ポケットフィルタのポケ
ットを形成し、各部分がポケットの各々の内側へ伸長する第２の枠を更に備える変形例を
含む。
【００６２】
　第２の実施形態によると、開示される主題事項は、オープンセル材料からなる第１、第
２、および第３の層を有する濾過布を含む。第１の層は、第３の層よりも低い粒子捕捉効
率を有する。第１の層は、第３の層よりも低いウィッキング強度を有する。第２の層は第
１および第２の層の間にある。第２の層は、第１の層よりも低いウィッキング強度を有す
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る。
【００６３】
　第２の実施形態は、第１および第２の層が不織織物からなる変形例を含む。
【００６４】
　第２の実施形態は、第１および第２の層が接着ガラス繊維からなる変形例を含む。
【００６５】
　第２の実施形態は、第１および第２の層が接着ポリマ繊維からなる変形例を含む。
【００６６】
　第２の実施形態は、濾過布がポケット状に形成された変形例を含む。
【００６７】
　第２の実施形態は、濾過布がポケット状に形成された変形例を含む。
【００６８】
　第３の実施形態によると、開示される主題事項は、汚染物質の流れを濾過するためのフ
ィルタを含む。ポケットフィルタは、２０ｍｍ未満の厚さを有し油相溶性材料である第１
の媒体材料からなる第１のポケットを有する。ポケットフィルタは、２０ｍｍ未満の厚さ
を有し油相溶性材料である第２の媒体材料からなる第２のポケットを含む。第２のポケッ
トの第２の媒体材料は、第１の媒体材料よりも高効率である。第１のポケットは第２のポ
ケット内に収まり、第２のポケットよりも短い深さ（または第２のポケットと同じ長さ）
を有し、第１および第２のポケットの間に隙間をもたらすスペーサを有し、スペーサは、
開口面積率が５０％を上回るように少なくとも２ｍｍサイズの穴を有し、少なくとも３ｍ
ｍの最小間隔を画定する深さを有する。
【００６９】
　第３の実施形態は、第１のポケットの全ての点と第２のポケットの全ての点との間にエ
アギャップまたは流れ抵抗媒体を効果的に画定する開放分離材を第１および第２のポケッ
トの間に含む変形例を含む。
【００７０】
　第３の実施形態は、流れ抵抗媒体が第１のポケットの媒体よりも低いウィッキング強度
を有する変形例を含む。
【００７１】
　第３の実施形態は、分離材が発泡プラスティック格子を含む変形例を含む。
【００７２】
　第３の実施形態は、分離材がワイヤフレームを含む変形例を含む。
【００７３】
　第３の実施形態は、ワイヤフレームが第１のポケットに取り付けられる変形例を含む。
【００７４】
　第３の実施形態は、第１のポケットがＭＥＲＶ９媒体からなり、第２のポケットがＭＥ
ＲＶ１４からなる変形例を含む。
【００７５】
　第４の実施形態によると、開示される主題事項は、汚染物質の流れを濾過するためのフ
ィルタを有する排気システムを含む。排気フードは、グリースフィルタ、およびグリース
フィルタの下流でポケットフィルタを支持するために適合されたダクト配管を有する。排
気ネットワークにおいて、グリースフィルタの後にポケットフィルタが配置される。ポケ
ットフィルタは、２０ｍｍ未満の厚さを有し油相溶性材料である第１の媒体材料からなる
第１のポケットを含む。ポケットフィルタは、２０ｍｍ未満の厚さを有し油相溶性材料で
ある第２の媒体材料からなる第２のポケットを含む。第２のポケットの第２の媒体材料は
、第１の媒体材料よりも高効率である。
【００７６】
　第４の実施形態は、第１のポケットの全ての点と第２のポケットの全ての点との間にエ
アギャップを効果的に画定する開放分離材を第１および第２のポケットの間に含む変形例
を含む。
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【００７７】
　第４の実施形態は、分離材が発泡プラスティック格子を含む変形例を含む。
【００７８】
　第４の実施形態は、分離材がワイヤフレームを含む変形例を含む。
【００７９】
　第４の実施形態は、ワイヤフレームが第１のポケットに取り付けられる変形例を含む。
【００８０】
　第４の実施形態は、第１のポケットがＭＥＲＶ１１媒体からなり、第２のポケットがＭ
ＥＲＶ１４からなる変形例を含む。
【００８１】
　第４の実施形態は、第１のポケットが第２のポケット内に収まり、第２のポケットより
も短い深さを有することによって、空気流による膨張時に第１および第２のポケットが実
質的に分離されるように、第１のポケットの流れ方向深さの少なくとも１５％である流れ
方向分離距離が第１のポケットおよび第２のポケットの下流端の間に存在する変形例を含
む。
【００８２】
　第５の実施形態によると、開示される主題事項は、汚染物質の流れを濾過するためのフ
ィルタを含む。ポケットフィルタは、２０ｍｍ未満の厚さを有し油相溶性材料である第１
の媒体材料からなる第１のポケットを含む。ポケットフィルタは、２０ｍｍ未満の厚さを
有し油相溶性材料である第２の媒体材料からなる第２のポケットを含む。第２のポケット
の第２の媒体材料は、第１の媒体材料よりも高効率である。第１のポケットは第２のポケ
ット内に収まり、第２のポケットよりも短い深さ（または第２のポケットと同じ長さ）を
有することによって、空気流による膨張時に第１および第２のポケットが実質的に分離さ
れるように、第１のポケットの流れ方向深さの少なくとも１５％である流れ方向分離距離
が第１のポケットおよび第２のポケットの下流端の間に存在してよい。
【００８３】
　第５の実施形態は、第１のポケットの全ての点と第２のポケットの全ての点との間にエ
アギャップを効果的に画定する開放分離材を第１および第２のポケットの間に含む変形例
を含む。
【００８４】
　第５の実施形態は、分離材が発泡プラスティック格子を含む変形例を含む。
【００８５】
　第５の実施形態は、分離材がワイヤフレームを含む変形例を含む。
【００８６】
　第５の実施形態は、ワイヤフレームが第１のポケットに取り付けられる変形例を含む。
【００８７】
　第５の実施形態は、第１のポケットがＭＥＲＶ９媒体からなり、第２のポケットがＭＥ
ＲＶ１４からなる変形例を含む。
【００８８】
　第６の実施形態によると、開示される主題事項は、ガス流から煙霧を浄化する方法を含
む。方法は、グリース付帯煙霧を第１の深さの処理フィルタに通し、その後第２の深さの
処理フィルタ媒体に通して流すことを含む。方法は、多孔質分離材によって、第１および
第２の深さの処理フィルタの間の隙間を維持することを含む。第１の深さの処理フィルタ
は、第２の深さの処理フィルタよりも低い効率レーティングを有する。多孔質媒体は、第
１の深さの処理フィルタよりも低い効率を有し、多孔性分離材、第１の深さの処理フィル
タ、および第２の深さの処理フィルタは全て、不織繊維からなる。
【００８９】
　第６の実施形態は、第１の深さの処理フィルタが、バッキング層を有さない均一な不織
繊維からなる変形例を含む。
【００９０】
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　第６の実施形態は、第２の深さの処理フィルタが、第２の深さの処理フィルタの他の部
分よりも高い引張強度のバッキング層を有し、バッキング層はその下流面にあり、方法は
、第１の深さの処理フィルタ、多孔質媒体、および第２の深さの処理フィルタを支持する
ことを更に備える変形例を含む。
【００９１】
　第６の実施形態は、多孔質分離材が均一な不織繊維からなる変形例を含む。
【００９２】
　第６の実施形態は、多孔質媒体が第１の深さの処理フィルタよりも高い引張強度を有す
る変形例を含む。
【００９３】
　「ウィッキング効率」という用語を用いて説明された実施形態のいずれかにおいて、場
合によってはウィッキング効率の代わりに「濾過効率」という用語を用いる様々な実施形
態として説明されてもよい。または別の例として、「毛管力」、「密度」、または「ＭＥ
ＲＶレーティング」がウィッキング効率の代わりとして用いられてよい。
【００９４】
　このように、本開示に従って、フィルタ装置の方法およびシステムが提供されることが
明らかである。本開示によって、多数の代替例、変更例、および変形例が可能となる。開
示された実施形態の特徴は、追加の実施形態を生み出すために、本発明の範囲内で組み合
わせ、並べ替え、省略などされてよい。また、特定の特徴は、場合によっては、対応する
他の特徴の使用を伴わずに有利に用いられてもよい。したがって、出願人は、本発明の主
旨および範囲に収まるそのような代替例、変更例、均等物、および変形例の全てを包含す
ることを意図している。

【図１Ａ】
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